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呉茱萸の 生薬薬理学的品質評価研究

近畿大学薬学部薬用植物学 研究室　O 廣瀬訓和 ， 松田 秀秋 ， 浅野年紀 ， 久保道徳

岐阜薬科大学生薬学教室 　田中稔幸 ， 飯沼宗和

　 【目的】　 呉茱萸は呉茱萸湯 ， 当帰四 逆加呉茱萸生姜湯等に 配剤 され ， 陰虚症の 頭痛・

腰痛症等に応用 される漢薬で あ り， 日本薬局 方箪十 二 改 正 に は 「本品 は EvOdia　rutaecar −

ma　eENTHAMあるい は Eofficina 〃s ［めDE の 果実で ある」 と記載 され て い る．前者は中国

渡来種 日本栽培品 （大粒）の もの で，後者は中国か らの 輸入品 （小粒） の も の を指 して い

る．呉茱萸の 薬理 活性に つ い て は鎖痛，体温上昇 血流増加作用など詳細に報告されて い

るが ， 品質評価に 関する研究に つ い て は未だ報告が な く，両者の い ずれの呉茱萸を使用す

れば鎮癇的な薬能が得 られ るの か確証するもの がない ，そこ で 今回，呉茱萸の薬効 を評価

で きると考 え られる抗 ヒ ス タ ミ ン ， 抗セ ロ トニ ン 、抗 ノ ル ア ド レナ リン 作用 ，酢酸 ライ ジ

ン グ法による抗侵害受容作用に つ い て検討 した ・ま た中国産は小粒なた め一
部の生薬取扱

者で は未熟な採取品で はない か ともい われて い るため ，B 本産 （E　 rutaecarpa ）の 未熟か

ら完熟するまで の 期間 を 6 回採取 し，各時期の 薬理活性を抗 ヒ ス タ ミ ン作用 に て 検討 し た・

　 【方法および結果】　 中国産大阪 市場品 （Eofficlne〃s と推定） と奈良県産大 阪市場

品 （Erutaecarpa）の 70％ メ タノール 抽 出 エ キ ス を用 い て実験 を行 っ た・試験操作が 簡

便な マ グヌ ス 法 を用 い て 抗ヒ ス タミ ン ，セ ロ トニ ン 作用 （モル モ ッ ト橋出回腸）・抗ノル

ァ ドレ ナ リ ン作用 （ラ ッ ト摘出大動脈）の 比較を行 っ た・その結果，中国産および日本産

呉茱萸はい ずれ も抗 ヒ ス タ ミン ，セ ロ トニ ン ，ノ ル ア ドレナ リ ン 作用 を示 し，酢酸ラ イ ジ

ン グ法に よ る抗侵害受容作 用に おい て も，両呉茱萸は活性を示 したが ， い ずれ の 試験法に

おい て も， 中国産呉茱萸が 日本産の それ よりも強い 作用を有す るこ とが明らかとな っ た・

さ らに，近畿大学薬草園で 各時期 に採取 した Erutaecarpa に つ い て マ グヌ ス 法にて抗 ヒ

ス タミ ン作用 を検討 した と こ ろ，採取時期 に よる作用の 変動はま っ た く認め られなか っ た ・

【考察】採取 時期の 相違に よる作用の変動 が見 られなか っ た こ とか ら ， 中国産呉茱萸 と 日

本産呉茱萸の活性差異 は基原植物に起因するこ とが明 らか とな っ た ・以上 の 点か ら・ 呉茱

萸の 使用 （特に 鎖痛作用）に際 して は ， 中国産輸入 品 を使用するの が妥 当と思われ るが ・

中国には Evadla属権物が 25種も分布 し て おり ， 特にそ の中でも甘粛省・湖南省産の もの

が最良品ともいわれ て い る こ と か ら， さ らに詳細な調査研究 し・正品の呉茱奠を決めた い ・
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